A Note on the Babur Script by 間野 英二
11 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 3（2011.3）
????????????
??
?
??
????????
??
?????????????　
一五世紀末葉の中央アジアにティムール朝の王子として生まれ、アフガニ
ス
タ
ン
を
経
て、
一
六
世
紀
前
半、
イ
ン
ド
に
ム
ガ
ル
朝
を
創
設
し
た
バ
ー
ブ
ル︵ザ
ヒールッ・ディーン・ムハンマド・バーブル︶は、勇猛な武将であり、優れた政治家であった。しかし同時に彼は傑出した文人であり、その四七年の生涯
の
う
ち
に、
回
想
録
の
傑
作『バ
ー
ブ
ル・
ナ
ー
マ』
を
は
じ
め、
詩
集『デ
ィ
ー
ワ
ー
ン』
や
詩
の
韻
律
論
に
関
す
る
論
考『ア
ル
ー
ズ・
リ
サ
ー
ラ
ス』
、
そ
れ
に
ハ
ナ
フィー派イスラーム教徒の六信五行についての解説『ムバイイン』など、少な
く
と
も
六
種
類
の
著
作
（
1）を
残
し
て
い
る。
そ
の
た
め、
現
在
バ
ー
ブ
ル
の
肖
像
画
と
し
て
知
ら
れ
る
ム
ガ
ル
朝
時
代
の
細
密
画
に
は、
書
物
を
手
に
し
た
バ
ー
ブ
ル
の
姿
を
描
い
た
も
の
が
多
い
︵
図
一
、
図
二
︶。
こ
れ
は、
三
〇
〇
年
以
上
も
続
い
た
一
大
王
朝
の
創
設者の像としては異例というべきであろう。しかし、異例なだけに、それらの肖像画は書物や庭園を
愛し、自らも優れた著作を残したバーブルの文人と
しての特徴をきわめ よく表現したものといえよう。　
バ
ー
ブ
ル
は
好
奇
心、
探
究
心
に
富
ん
だ
人
物
で
、『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
中
央
ア
ジ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン、
イ
ン
ド
に
お
け
る
彼
の
多
彩
な
見
聞
が
生
き
生
き
と
語
ら
れている。バーブルの関心は多岐にわたり、バーブル文字と呼ばれる新しい文
字
を
も
発
明
し、
こ
の
文
字
で
彼
自
身
が
書
い
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
を
聖
都
メ
ッ
カ
に
送ったという。常に戦乱の最中にありながら、六種の著作を残したばかりでなく、新しい文字までをも発明したと 驚く他はない。　
ただ、このバーブル文字についてはなお不明の点が多い。そのため筆者が
『バ
ー
ブ
ル・
ナ
ー
マ』
の
日
本
語
に
よ
る
訳
註
（
2）を
出
版
し
た
際
も、
そ
の
解
題
の
中
でこの文字については少ししか触れることがで なかった。本稿は、そ 後に
得
た
情
報
を
利
用
し
て、
先
の
訳
註
の
記
述
の
不
備
を
補
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。
た
だ
し、
本
稿
は
独
創
性
に
乏
し
い
文
字
通
り
の
覚
書
に
し
か
す
ぎ
な
い。
そ
れ
ゆ
え、
本稿によって、先の訳註の欠を補うだけでなく、もしも今後のバーブル文字研究の進展 向けての何らかの手掛かりを提供できれば望外のよろこびである。
図1　庭園で書物を手にくつろぐバーブル
British Museum蔵
図2　書物を手にした壮年期のバーブル
British Museum 蔵
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バーブル文字についての研究史は大きく二期に分けられる。
　
第
一
期
の
諸
研
究
は、
バ
ー
ブ
ル
文
字
な
る
も
の
の
存
在
が『バ
ー
ブ
ル・
ナ
ー
マ』
の記述などから知られてはいたが、この文字を実際に使用して書かれた文章の実例などがなお研究者に知られていなかった段階のものである。実例もなかったため、この時期の研究は少ない。それゆえ、この時期の研究については二〇世紀前半のイギリスの研究者Ａ・Ｓ・ベヴァリッジ 見解を紹介すれば
十
分
と
思
わ
れ
る。
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
は『バ
ー
ブ
ル・
ナ
ー
マ』
の
優
れ
た
英
訳
書
（
3）の中で、バーブル文字について、次のような指摘を行った。
　
一、
『バ
ー
ブ
ル・
ナ
ー
マ』
の
中
に
見
え
る

  （
4）
︵な
い
し

 
 （
5）︶
と
い
う
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
は、
普
通、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
意
味
と
解
さ
れ
て
い
る。
し
か
し
こ
こ
に
見
え
る
 は、
文
字
で
は
な
く、
バ
ー
ブ
ル
が
発
明
し
た
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
新
し
い
優
れ
た
書
体︵ナ
ス
フ
体
な
ど
の
書
体︶
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
（
6）。
　
二、
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
言
及
し
た
史
料
と
し
て
は、
『バ
ー
ブ
ル・
ナ
ー
マ』
の他に、バーブルのいとこで、モグール 貴族であったミールザー・ハイダル
が
著
し
た
歴
史
書『タ
ー
リ
ー
ヒ・
ラ
シ
ー
デ
ィ
ー』
、
ム
ガ
ル
朝
の
バ
ー
ブ
ル
の
孫
ア
ク
バ
ル
の
時
代
に
書
か
れ
た
ニ
ザ
ー
ム
ッ・
デ
ィ
ー
ン・
ア
フ
マ
ド
著『タ
バ
カ
ー
ティ・アクバリー』とバダーウーニー著『ムンタハブッ・タワーリーフ』が挙げられる。これらの史料の記述から、バーブルがこの文字で書いた『クルアーン』をメッカに送ったこと、また、アクバルの時代にはすでにこの文字が人々によく知られていなかったことが知 れる
（
7）。
　
三、他の史料としては、著者不明、書名不明の、普通『アブシュカ』と呼
ばれるチャガタイ語＝オスマン語辞典
（
8）のスグナク
Sgnq
の項に、
ス
グ
ナ
ク
と
は
一
種
の
文
字
を
い
う。
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
で
は
バ
ー
ブ
ル
文
字︵

 
 ︶
の
ご
と
き
も
の。
バ
ー
ブ
ル・
ミ
ー
ル
ザ
ー
の
詩
の
中
に
次
の
ご
と
く
見
え
る。
と
い
う
記
述
が
あ
り、
そ
こ
に
バ
ー
ブ
ル
文
字

  と
い
う
語
を
含
む
バ
ー
ブ
ルの詩の一行︵二つの半句からなる一行︶が引かれている。ただし、この一
行は難解で、その意味は取りにくいとベヴァリッジは記す
（
9）。
　
ベヴァリッジが研究を発表したのは二〇世紀の二〇年代であるが、その後
しばらくの間、バーブル文字に関する研究は進展を見せず、ベヴァリッジの見解に対して意見を述べる研究者もいなかった。　
ところが、それより約四〇年後の二〇世紀 六〇年代に研究は大きく進展
し、研究史は第二期を迎えた。　
一
九
六
四
年、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
Ｓ・
ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
イ
ン
ド
の
ニュー・デリーで開かれた第二六回国際東洋学者会議で﹁バーブル文字に関
す
る
新
し
い
資
料﹂
と
題
す
る
研
究
を
英
文
で
発
表
し、
こ
の
研
究
は
た
だ
ち
に
イ
ギ
リ
ス
の『中
央
ア
ジ
ア・
レ
ヴ
ュ
ー』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
（
10）。
こ
の
論
文
は、
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国︵現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国︶
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
が
所
蔵
す
る『ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タ
バ
カ
ー
ト』
と
い
う、
一
七
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
で
書
か
れ
た
神
秘
学
に
関
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
の
中
に
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
界
に
初
め
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る。
こ
の
論
文
に
は、
『ア
図3　『アジャーイブッ・タバカート』に見えるバーブル文字
13 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 3（2011.3）
バーブル文字に関する覚書
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タ
バ
カ
ー
ト』
の
一
写
本︵写
本
番
号
九
〇
四
二︶
か
ら
採
ら
れ
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
写
真︵図
三︶
も
掲
載
さ
れ
た。
こ
の
写
真
か
ら、
こ
の
史
料
に
は、
﹁バ
ー
ブ
ル
文
字
が
こ
れ
で
あ
る﹂
と
い
う
ペ
ル
シ
ア
語
の
説
明
句に続いて、二九個のバーブル文字とされる文字が、各々に対応するアラビア
文
字
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う。
こ
の
論
文
に
よ
っ
て、
従来全く知 れ いなかった の実例と思われるものが学界に初めて示されたのであり まさに画期的な研究の出現であった。なお、アズィム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
こ
の
論
文
の
中
で、

  の
 と
は
や
は
り
文
字
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
し、
先
の、
書
体
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
ベ
ヴァリッジの見解を完全 否定した。バーブル文字の実例 思われるものが
発
見
さ
れ
て
は、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
見
解
が
否
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る。　
こ
の
論
文
は
直
ち
に
反
響
を
呼
び、
ま
ず
パ
キ
ス
タ
ン
の
Ｍ・
サ
ー
ビ
ル
が、
同
年
︵一
九
六
四
年︶
中
に、
そ
の
内
容
を
英
文
で
紹
介
し
た
（
11）。
ま
た、
こ
の
サ
ー
ビ
ル
の
報
告
を
読
ん
だ
ト
ル
コ
共
和
国
の
Ｒ・
Ｒ・
ア
ラ
ト
も、
同
年
中
に、
サ
ー
ビ
ル
の
記
述
に
基
づ
い
て
ア
ジ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
の
研
究
を
ト
ル
コ
語
で紹介した
（
12）。
　
ところが、そのわずか一年後の一九六五年、イランの文献学者Ａ・Ｇ・マ
アーニーはマシュハドのイマーム・レザー廟図書館が所蔵する不明の文字で書かれた『クルアーン』がバーブル文字で書かれた『クルアーン』であるとす
る
論
文
を
ペ
ル
シ
ア
語
で
発
表
し
た
（
13）。
そ
し
て
こ
の『ク
ル
ア
ー
ン』
を『バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン
M
uaf-i B
ābur 』
と
名
付
け、
そ
の
二
ペ
ー
ジ
分
の
写
真
を
不
鮮
明
な
が
ら
掲
載
し︵図
四︶
、
さ
ら
に、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
と
こ
の『ク
ル
ア
ー
ン』
に
見
え
る
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
対
照
表
を
示
し
た︵図
五︶
。
ま
た、
マ
ア
ー
ニ
ー
は、
こ
の
『ク
ル
ア
ー
ン』
に
は、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
シ
ャ
ー・
ス
ル
タ
ー
ン・
フ
サ
イ
ン
︵在
位
一
六
九
四
－
一
七
二
二
年︶
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
一
一
九
年
︵一
七
〇
七
年︶
の
日
付
を
持
つ
ワ
ク
フ・
ナ
ー
マ
が
付
け
ら
れ
て
お
り、
こ
の『ク
ル
ア
ー
ン』
が
フ
サ
イ
ン
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
初
頭
に
レ
ザ
ー
廟
図
書
館
に
ワ
ク
フ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
明
ら
か
に
し
た
（
14）。
な
お、
マ
ア
ー
ニ
ー
の
同
じ
考
え
は
彼
の『ク
ル
ア
ー
ン』
の
解
説
目
録
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
（
15）。
こ
の
目
録
に
見
え
る『バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン』
の
一
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
示
す
︵図
六︶
。
マ
ア
ー
ニ
ー
の
論
文
は、
ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
の
研
究
図4　『バーブルのクルアーン』の二ページ
図5　マアーニーによるアラビア文字・バーブル文字の対照表
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図6　『バーブルのクルアーン』の一ページ
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を知らずに、それとは全く独立して発表されたものである。発表年が近いのでそれは当然である。　
ところが、ここに大きな問題が発生することになる。
　
それは、アズィムジャーノヴァによってバーブル文字とされた二九個の文
字がマシュハドの『クルアーン』に一つとして現れないという点である。二つの史料に見える文字が全く一致しないとすれば、どちらか一方がバーブル文
字
で、
他
の
一
方
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い。
どちらが真のバーブル文字なのか。以後の研究はこの点を焦点として展開された。　
まず、アフガニスタンの文献学者Ａ・Ｈ・ハビービーは一九七二年にカー
ブ
ル
で
公
刊
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
バ
ー
ブ
ル
伝
の
中
で、
『ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タバカート』に見える文字とマシュハドの『クルアーン』の文字を比較 た表︵図七︶を掲げ、両者 まったく一致しないことを指摘し、マシュハドの『クルアーン』の文字はバーブル文字ではないと
結論した
（
16）。
　
ついで、一九七六年と一九八〇年には、トルコ共和国のＡ アルスランが
﹁バ
ー
ブ
ル
の
発
明
し
た
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
そ
の
文
字
で
書
か
れ
た
ク
ル
ア
ー
ン﹂
と
題
するトルコ語の論文で、バーブル文字といわれる二種類の 不一致を指
摘したが、どちらがバーブル文字であるかについての結論は保留した
（
17）。
　
その後、しばらく研究は途絶えた。しかし、二〇〇五年、アフガニスタン
のカーブルで、Ｍ・Ｈ・ヤルクンによってアラビア文字を用いたウズベク語に
よ
る『バ
ー
ブ
ル
文
字』
と
題
す
る
専
門
書
が
出
版
さ
れ
た
（
18）。
こ
の
書
物
は
本
文
三八ページ、図版一〇ページ、文献表四ページの小冊子ではあるが、バーブル文字 関する初めての専著であり、本稿の執筆にも大いに参照した。この書
の
中
か
ら、
『バ
ー
ブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン』
﹁雌
牛
の
章﹂
の
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
文
と、
それに対応する文をヤルクンがアラビア文字で記した図を示す︵図八︶
。
　
この書 一つの大きな功績は、イ
ランの書家・文字研究者のＦ・Ｆ・ニー
シャーブーリーが一九九八年に著した、マシュハドの『バーブル クルアーン』
に
関
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
研
究
（
19）を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
点
で
あ
る。
ヤ
ルクンはこの研究のコピーを、ウズベキスタンのアンディジャ のバーブル博物館で見ることができたという。筆者はこの研究の存在をヤルクンの書を通じて初めて知った。ヤルクンは ファズ ッラーがマシュハドの『バーブ
ル
の
ク
ル
ア
ー
ン』
に
見
え
る
文
字
の﹁読
み
書
き
の
諸
規
則
oqish ve yazish 
qoidalari ﹂
を
初
め
て
解
明
し
た
こ
と
を
報
告
し、
お
そ
ら
く
こ
の『ク
ル
ア
ー
ン』
に
見
え
る
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
り、
『ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タ
バ
カ
ー
ト』
に
見
え
る文字はバーブル文字ではない可能性 強いこ 指摘した。　
ただし、ヤルクンは、このニーシャーブーリーの詳細な研究もなお完全で
はなく、バーブル文字につい 、次の未解決 問題が残ってい ことをも指摘した。ヤルクンによれば、マシュハドの『バ ブ
ルのクルアーン』には
ア
ラ
ビ
ア
語
を
記
す
た
め
の
二
九
個
の
バ
ー
ブ
ル
文
字︵
A
lif か
ら
Y
 に
至
る
二
八
個
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
対
応
す
る
二
八
個
の
文
字
と
ア
ラ
ビ
ア
文
字
L
 に
対
応
す
る
一
個
の文字︶しか見えないが、本来 が発明したバーブル文字には、チャガタイ語やペルシア語を記す時に使用される、純粋のアラビア文字以外の四個
の
文
字︵
پ
, چ, ژ, گ
︶
に
対
応
す
る
四
個
の
文
字
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る。
そ
れ
ゆ
え、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
全
容
を
掌
握
す
る
た
め
に
は、
今
後、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の、これらの四文字をも含む、チャガタイ語、ないしペルシア語の文章の実例を発見し、バーブル文字の文字表を完成することが必要である。　
ヤルクンのこの指摘は重要である。しかし、現在に至るまで そ ような
文章の実例は発見されていない。 しそのような文章がどこかで発見されれば、バーブル研究者の間で大きな反響を呼ぶことは必定であろう。
図7　ハビービーによるアラビア文字と二種のバーブル文字の対照表
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図8　『バーブルのクルアーン』「雌牛の章」
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??
?
????????????
　
この章では、バーブル文字研究のために、研究者たちによって利用されて
きたバーブル文字に関する諸史料とその内容を具体的に示したい。?
???????????
　『バーブル・ナーマ』には三か所にバーブル文字についての言及がある。　まず、一五〇四年秋 記述として、
ま
さ
に
こ
の
頃︵カ
ー
ブ
ル
征
服
の
頃︶
、
私
は
バ
ー
ブ
ル
文
字

  を
発
明
した。
︵『校訂本』二二四ページ︶
と
見
え
る。
こ
こ
に
は、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で、
バ
ー
ブ
ル
が、
な
ぜ、何を目的に、新しい文字を発明したかについては何も語られていない。　
次に、一五〇六年、バーブルがティムールの一族を結集しての対ウズベク
戦に参加するためカーブルからヘラートに赴い 際、その往路、ムルガーブ河
畔
で
親
族
で
あ
る
テ
ィ
ム
ー
ル
家
の
王
子
ら
と
会
見
し
た
が、
そ
の
際
の
こ
と
と
し
て、君主スルターン・フサイン・ミールザ 治下のヘラートで活躍した学者︵ウラマー︶の一人カーズィー・イフティヤールについて、
次
は
カ
ー
ズ
ィ
ー・
イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
で
あ
っ
た。
︵中
略︶
私
が
ム
ル
ガ
ー
ブ
で
ミ
ー
ル
ザ
ー
た
ち︵テ
ィ
ム
ー
ル
家
の
王
子
た
ち︶
に
会
っ
た
時、
ミ
ー
ル
ザ
ー
ら
は
カ
ー
ズ
ィ
ー・
イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
と
ム
ハ
ン
マ
ド・
ミ
ー
ル・
ユ
ー
ス
フ
と
共
に
来
て
私
に
会った。バーブル文字

  について話が出た。彼︵カーズィー・イ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル︶
は
一
字
一
字
に
つ
い
て
の
説
明︵
m
fdt ︶
を
求
め
た。
私
は
そ
れ
を
書
い
た。
そ
の
会
合
で、
彼
は
そ
の
説
明︵
m
fdt ︶
を
読
み、
原
則︵
qvid ︶
を理解して何事かを書きとめた。
︵『校訂本』二七八ページ︶
と記している。この記事から、ヘラートにも発明されたばかりのバーブル文字について関心を抱く者がおり、この文字が説明されればその原則を理解できる、それほど学習が難しい文字ではなかったことを推測できる。　
ま
た、
イ
ン
ド
征
服
後
の
一
五
二
九
年
の
記
述
の
中
に、
バ
ー
ブ
ル
の
長
男
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
の
息
子
の
誕
生
祝
い
と
バ
ー
ブ
ル
の
次
男
カ
ー
ム
ラ
ー
ン
の
結
婚
祝
い
の
た
め、
バーブルがこの二人に様々な贈り物をしたことを記した後に、
ム
ッ
ラ
ー・
ベ
ヘ
シ
ュ
テ
ィ
ー
を
通
じ
て、
︵バ
ー
ブ
ル
の
三
男︶
ヒ
ン
ダ
ル
に、
金
を
ち
り
ば
め
た
ベ
ル
ト
付
き
短
剣、
金
を
ち
り
ば
め
た
筆
箱、
真
珠
貝
を
ち
り
ば
め
た
椅
子、
私
が
着
用
し
て
い
た
短
い
上
着
と
絹
の
腰
帯、
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
説
明︵

 
-nng m
fdt ︶
と
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
私
が
書
い
た
断
片︵

 -ilä 
itilgä n
（
20） qil ︶を送った。
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
に、
私
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ン
に
来
て
か
ら
作
っ
た
翻
訳
（
21）と
詩
を
送
っ
た。
ヒ
ン
ダ
ル
と︵バ
ー
ブ
ル
の
臣
下
で
友
人
の︶
ホ
ー
ジ
ャ・
カ
ラ
ー
ン
に
も
翻
訳
と
詩
を
送
っ
た。
ミ
ー
ル
ザ
ー・
ベ
グ・
タ
ガ
ー
イ
ー
を
通
じ、
カ
ー
ム
ラ
ー
ン
に
も
翻
訳
と
ヒ
ン
ド
に
来
て
以
来
作
っ
た
詩
と
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
私
が
書
い
た
宛
名
書
き︵

 -ilä itilgä n s-i l ︶
を
送
っ
た︵
『校
訂
本』
五
七
一
ページ︶
。
とあり、バーブルが、バーブル文字に関する説明や、バーブル文字で書いた詩の断片などを息子たちに送っていたことが知られる。　
バ
ー
ブ
ル
文
字
に
つ
い
て
、
現
存
の
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
以
上
の
記
事
し
か
見
え
な
い
。
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
メ
ッ
カ
へ
の
送
付
と
い
う
重
要
な
一
件
︵
こ
の
件
に
つ
い
て
は
本
章
の
三
参
照
︶
に
関
す
る
記
述
は
現
存
す
る
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
に
は
見
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
て
い
た
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
の
部
分
が
今
は
散
逸
し
て
（
22）見
ら
れ
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。
?
?
?????????
　
先に、ベヴァリッジの研究の紹介の中で触れたように、バーブル文字とい
う語が含まれる、バーブルのチャガタイ語の詩の一行︵一バイト︶が存在する。ベヴァリッジは、この詩の一行が『アブシュカ』と呼ばれる辞典に見える
こ
と
を
指
摘
し
た
が、
現
在
で
は
こ
の
一
行
が
バ
ー
ブ
ル
の
詩
集『デ
ィ
ー
ワ
ー
ン』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
23）。
こ
の
一
行
を
Ｓ
ｈ・
ヤ
ル
クンの出版した『ディーワーン』に見えるアラビア文字テキストのローマ字転写と、この一行の日本語によ 試訳を示すと、以下のご くである。
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Tü lä   ning olm
s 
 ni tng

  em
ä stü  - Sgnq d （
24）
テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
文
字
を
お
前
が
習
得
し
て
い
な
い
な
ら、
バ
ー
ブ
ル
よ、
何
と
素
晴
らしいことか。
　
︵テ
ュ
ル
ク
人
ら
の
文
字
と
い
う
の
は︶
バ
ー
ブ
ル
文
字
の
こ
と
で
は
な
い、
ス
グ
ナ
ク
文字のことである。
　
こ
の
詩
に
ス
グ
ナ
ク
文
字
- Sgnq と
し
て
見
え
る
ス
グ
ナ
ク
は、
Ｗ・
バ
ル
ト
リ
ド
に
よ
れ
ば、
中
央
ア
ジ
ア
の
町
の
名
前
で、
シ
ル
河
下
流
域
の
ジ
ャ
ン
ド
と
ファーラーブの間にあり、モンゴル時代にもテュルク系の異教徒キプチャク人
ら
の
活
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
い
う
（
25）。
お
そ
ら
く
こ
の
町
で
作
ら
れ、
こ
の
方
面
で
使
わ
れ
て
い
た
文
字
が
ス
グ
ナ
ク
文
字
で
あ
ろ
う。
ス
グ
ナ
ク
文
字
に
つ
い
て
は、
一
八
世
紀
の
前
半、
ア
フ
シ
ャ
ー
ル
朝
時
代
の
イ
ラ
ン
で
ミ
ー
ル
ザ
ー・
マ
フ
デ
ィ
ー・
ハーンが著したチャガタイ語＝ペルシア語辞典『サングラーフ』のスグナクの項
（
26）に、スグナクには二つの意味があり、一つは﹁隠れ家、避難所﹂で、
二
つ
目
は
一
種
の
文
字
で
あ
る
。
バ
ー
ブ
ル・
パ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
が
次
の
よ
う
に
詠
ん
でいるがごとくである。
と
述
べ
て、
先
の
詩
の
一
行
を
挙
げ
て
い
る。
た
だ
し、
『サ
ン
グ
ラ
ー
フ』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
一
行
の
冒
頭
と
末
尾
は、
『デ
ィ
ー
ワ
ー
ン』
に
見
え
る
Tülä 、
d
と
い
う
語
形
式
と
は
異
な
り、
l 、
お
よ
び
m
u dur と
な
っ
て
い
る。
こ
の
語
形
式
は、
注
二
四
で
挙
げ
た、
『ア
ブ
シ
ュ
カ』
や『東
方
ト
ル
コ
語
辞
典』
に
見
え
る
語
形
式
と
同
じ
で
あ
る。
し
か
し『サ
ン
グ
ラ
ー
フ』
の
語
形
式
は、
『サ
ン
グ
ラ
ー
フ』
が『アブシュカ』を参照し、その誤りを踏襲しために起こった誤りで、やはり『ディーワーン』に見える語形式を正しいものと見るべきであろう。　
な
お、
『ア
ブ
シ
ュ
カ』
や『サ
ン
グ
ラ
ー
フ』
に
見
え
る
情
報
か
ら、
ス
グ
ナ
ク
文
字
と
呼
ば
れ
る
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
の
時
代
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う。
しかし、現在、その実例はまったく知られておらず、それがどのような文字であったかは不明である。そのため、ベヴァリッジも述べたよう
に、バーブ
ルのこの詩の一行は 意味するところを理解する が容易ではない。　
Ｍ・
Ｈ・
ヤ
ル
ク
ン
は、
こ
の
詩
の
一
行
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
だ
と
し、その意味するところ 、①バー ルが、テュルク人らの文字、つまりス
グナク文字が流通していないのを残念に思っており、バーブル文字がテュルク人らの文字として流通すればよいのにという希望を伝えたもの。②バーブルが自ら発明したバーブル文字が流通していること、そしてこの文字が、スグナク文字のように、テュルク人らの文字としてテュルクの諸民族によって使われていること 喜びを述べたもの、であろうと述べた
（
27）。
　
しかし筆者には、このヤルクンの解釈には問題があり、これとは別の解釈
も可能に思われる。筆者は現在のところ、この詩は、テュルク人らの間で流通していた文字、つまりスグナク文字をバーブル 習得せず、それ は異なるバーブル文字を発明したことの素晴らしさを述べたもので
はないかと考え
ている。 かし、現在 我々が なるものについて 知識を欠く以
上、
こ
の
詩
の
一
行
の
正
確
な
理
解
は
な
お
将
来
の
課
題
と
し
て
残
す
べ
き
で
あ
ろ
う。?
???????????????
???????????????
　
バ
ー
ブ
ル
の
孫
で、
ム
ガ
ル
朝
第
三
代
の
皇
帝
ア
ク
バ
ル
の
治
世
第
三
八
年
︵一
五
九
三
年︶
ま
で
の
イ
ン
ド
史
で、
後
の
多
く
の
史
書
に
も
利
用
さ
れ
た
ニ
ザ
ー
ム
ッ・
デ
ィ
ー
ン・
ア
フ
マ
ド︵一
五
九
四
年
歿︶
の『タ
バ
カ
ー
テ
ィ・
ア
ク
バ
リー』
（
28）には、
彼︵バ
ー
ブ
ル︶
は
文
字
を
発
明
し、
そ
の
文
字
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
呼
ば
れ
て
い
た。
彼はその文字で『クルアーン
m
f 』を書き、偉大なるメッカへ送った。
という貴重な記事が見える。　
また、バダーウーニーによって一五九六年に完成されたアクバルの治世第
四
〇
年
ま
で
の
イ
ン
ド
史
で
あ
る
『
ム
ン
タ
ハ
ブ
ッ
・
タ
ワ
ー
リ
ー
フ
』
の
第
一
巻
に
は
、
亡
き
か
の
パ
ー
ド
シ
ャ
ー︵バ
ー
ブ
ル︶
の
驚
く
べ
き
発
明
の
一
つ
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
る。
彼
は
一
巻
の
『ク
ル
ア
ー
ン
m
f 』
を
そ
の
文
字
で
書
き、
偉
大
な
る
メッカに送った。
と
あ
る
（
29）。
バ
ダ
ー
ウ
ー
ニ
ー
が『タ
バ
カ
ー
テ
ィ・
ア
ク
バ
リ
ー』
を
利
用
し
た
こ
とは明らかであろう。　
さらに『ムンタハブッ・タワーリーフ』の第三巻の、アクバル時代に活躍
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した貴族・詩人・聖者・学者らの列伝の項に見えるミール・アブドゥル・ハイイ・マシュハディーの小伝には、次のように記されている
（
30）。
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ド
ゥ
ル・
ハ
イ
イ
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
よ
く
知
っ
て
い
た。
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
い
う
の
は、
バ
ー
ブ
ル・
パ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
が
発
明
し、
『ク
ル
ア
ー
ン
m
f 』
を
そ
の
文
字
で
書
い
て
偉
大
な
る
メ
ッ
カ
へ
送
り、
そ
の
痕
跡
が
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
文
字
の
こ
と
で
あ
る。
ミ
ー
ル・
ア
ラ
ー
ゥ
ッ・
ダ
ウ
ラ
の
タ
ス
キ
ラ
（
31）に
は、
﹁先
の
ミ
ー
ル︵ミ
ー
ル・
ア
ブ
ド
ゥ
ル・
ハ
イ
イ︶
は
名
声
を
獲
得
し
た。
何
び
と
も、
書
く
の
が
難
し
い
バ
ー
ブ
ル
文
字
を、
彼
よ
り
も
よ
り
迅
速
に、
よ
り
よ
く
覚
え
た
者
は
い
な
か
っ
た﹂
と
書
か
れ
て
い
る。
し
か
し
ミ
ー
ル
ザ
ー・
ア
ズ
ィ
ー
ズ・
コ
カ
（
32）は
そ
の︵タ
ズ
キ
ラ
の︶
欄
外
に、
﹁彼︵ミ
ー
ル・
ア
ブ
ド
ゥ
ル・
ハ
イ
イ︶
は
ど
の
よ
う
な
学
問
で
も
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た。
彼
の
持
つ
才
能
は
バ
ー
ブ
ル
文
字
を
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
が、
こ
の
文
字
も
よ
く
は
知
ら
な
か
っ
た﹂
と書いている。
　
この記述から、ミール・アブドゥル・ハイイがバーブル文字についての知
識を持っていたことが知られるが、彼の持ったバーブル文字の知識の多寡につ
い
て
は
相
反
す
る
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
問
題
に
つ
い
て、
著
者
バ
ダーウーニーは、先の記述に続いて、
ミ
ー
ル・
ア
ブ
ド
ゥ
ル・
ハ
イ
イ
は
よ
り
早
く
か
ら
ミ
ー
ル
ザ
ー︵ミ
ー
ル
ザ
ー・
ア
ズ
ィ
ー
ズ・
コ
カ︶
の
知
人
に
な
っ
て
い
た
の
で、
ミ
ー
ル
ザ
ー
が
書
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
真
実
に
近
い。
ミ
ー
ル・
ア
ラ
ー
ゥ
ッ・
ダ
ウ
ラ
に
は︵事
実
と︶
相
反
す
る
情報が多い。
という見解を加えている。従ってミール・アブドゥル・ハイイがバーブル文字をよく知っていたか否かには問題があるが 少なくともアクバルの時代にバ
ー
ブ
ル
文
字
を
知
る
者
が
す
で
に
少
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う。
さ
ら
に、
バーブル文字はこのころになるとすでに﹁書くの 難し ﹂文字となっていたことも明らかである。?
????????????????
　
アズィムジャーノヴァがバーブ
ル文字に関する史料として初めて学界に報
告した『アジャーイブッ・タバカート』について、一九九八年に刊行された『ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
集
成
　
精
密
科
学・
自
然
科
学』
（
33）の
記
述
に
依
拠
し
て
説
明
し
た
い。
な
お、
ア
ズ
ィ
ム
ジ
ャ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
科
学
ア
カデミー東洋学研究所には『アジャーイブッ・タバカート』の 四種の写本が
存
在
す
る
と
記
し
た
が、
こ
の
目
録
に
は
一
六
種
の
写
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。
た
だ、そのうち、写本番号一九九三／一という一写本はバーブル文字を欠くという。　
著
者
の
ム
ハ
ン
マ
ド・
タ
ー
ヒ
ル・
イ
ブ
ン・
ア
ブ
ル・
カ
ー
ス
ィ
ム・
バ
ル
ヒ
ー
は、中央アジアのアシュタルハーン朝時代の天文学者、地理学者で、アシュタ
ル
ハ
ー
ン
朝
の
ナ
ズ
ル・
ム
ハ
ン
マ
ド・
ハ
ー
ン
N
adhr （
34） M
m
m
d K
n ︵在
位
一
六
四
二
年
－ 一
六
四
五
年︶
の
時
代
に
ブ
ハ
ー
ラ
で
活
動
し、
ハ
ー
ン
に『ア
ジャーイブッ・タバカート』を献呈した。　『ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タ
バ
カ
ー
ト』
は
七
章
か
ら
な
り、
第
一
章
地
と
天、
第
二
章
歴史、第三章七気候帯、第四章動物、第五章神秘学、第六章驚異の実例 第七章死からの復活とマフディーの到来、である。そして第六章 、いろいろの時代に科学の神秘を守るために人々が発明した不思議な九種の文字︵月文字
-i qm
 、王文字
-i s など︶
︵図九︶を列挙し、その最後の九番
目
に﹁バ
ー
ブ
ル
文
字
が
こ
れ
で
あ
る︵な
い
し、
﹁こ
の
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
る﹂
︶﹂と記して、二九の文字を挙げている。
　『ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タ
バ
カ
ー
ト』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
一
七
世
紀
中
葉
の
中
央
ア
ジ
ア
で
あ
る。
本
章
の
一、
三
で
史
料
を
示
し
た
よ
う
に、
バ
ー
ブ
ル
文
字
は
一
六
世
紀
初頭にアフガニスタン カーブルで発明された。しかしおよそ一〇〇年後のアクバル時代のインドには、すでにこの文字の痕跡 ほとんど残らず 書くのも難しい文字と思われていた。この点を考慮する 、アクバル時代よりさらに約五〇年が経過した一七世紀 中央アジアにバーブル文字が正確
に伝え
られており、その正しいバーブル文字が『アジャーイブッ・タバカート』に採録された可能性はかなり低いと思わざるをえない。マシュハドの『バーブルのクルアーン』に見えるバーブル文字が、
『アジャーイブッ・タバカート』
の文字と全く一致しないと う事実もこの推測を補強する 筆者も現在 とこ
ろ、
『ア
ジ
ャ
ー
イ
ブ
ッ・
タ
バ
カ
ー
ト』
に
見
え
る
バ
ー
ブ
ル
文
字
は
バ
ー
ブ
ル
文
字とは全く別 文字であるか れとも、 ともとはバーブル文字 あったとしても、時が経つうちに、誤った形に改変されて伝えられたも であろうと考えている。
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図9　『アジャーイブッ・タバカート』一写本に見える神秘の諸文字
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マアーニーによって、バーブル文字で書かれた『クルアーン』と推定され
たマシュハドの『クルアーン』は、カシュミール紙に書かれ、章名や最初の二ページなどには金が用いられているという。付載されたワクフ・ナーマが記すように、サファヴィー朝の君主フサインが一八世紀初頭にレザー廟にワクフしたものである。それゆえ、この『クルアーン』は、そ 以前はサファヴィー朝の宮廷図書館に所有されて たものと思われる　
ただし、この『クルアーン』のどこにも、それがバーブル文字で書かれた
ものであるとは記されてい い をマアーニーやヤルク がバ ブル文字による『クルアーン』であると推定する理由は、以下のご くである。　
①バーブルがバーブル文字で『クル ン』を書き をメッカに送っ
たという史実がある。　
②バーブルとサファヴィー朝はきわめて密接な関係 あ た。実際、バー
ブルは一五一一年に、サ
マルカンドに進撃するため、サファヴィー朝の君主
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
に
援
軍
を
求
め、
そ
の
援
助
を
得
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
征
服
に
成
功
し
た。また、一五一二年にもサファ 援軍を得ている。この時 バーブルのサマルカンド支配はウズベクの反撃を受け短期間に終わり、結局バブルはアフガニスタンへの退却を余儀なくされた。しかし、サファヴィー朝と
の
密
接
な
関
係
は
バ
ー
ブ
ル
を
継
い
だ
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
の
時
代
ま
で
続
き、
フ
マ
ー
ユーンは一時サ ァヴィー朝の君主タフマースブのもとに亡命 た。　
③
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
考
え
る
と、
バ
ー
ブ
ル
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
い
た『ク
ル
ア
ー
ン』
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
に
贈
っ
て
い
た
可
能
性
（
35）、
あるいはフマ ユーンがバーブル文字で書かれた『クルアーン』 君主タフマースブに贈っていた可能性が十分にあるといえるであろう。また、バーブル
が
メ
ッ
カ
に
送
っ
た『ク
ル
ア
ー
ン』
が、
メ
ッ
カ
に
到
達
せ
ず、
途
中
で
サ
フ
ァ
ヴィー朝の有に帰し
た可能性も考えられる。
　
以
上
の
よ
う
に、
マ
シ
ュ
ハ
ド
の『ク
ル
ア
ー
ン』
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
『クルアーン』であるとするのは、あくまでも状況証拠に基づくものである。根
拠
は
決
定
的
な
も
の
で
な
く
な
お
問
題
は
残
る
が、
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
も、
こ
の
『ク
ル
ア
ー
ン』
に
書
か
れ
た
文
字
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
考
え
て
いる。
????????　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
、
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
一
　
バーブルは、一五〇四年、アフガニスタンのカーブルで、バーブル文
字を発明した。この文字は、アラビア文字に対応する、アラビア語用の二九文字とチャガタイ語・ペルシア語用の四文字の計三三文字から構成されていたと考えられる。 だし、この四文字がどのような形であったかはなお不明である。そのため、ヤルクンが指摘したように、こ 四文字が使われた文章の実例の発見が今後の課題となる。　
二
　
バ
ー
ブ
ル
は
こ
の
文
字
を
使
っ
て、
チ
ャ
ガ
タ
イ
語︵あ
る
い
は
ペ
ル
シ
ア
語︶
で詩の断片、宛名書きなどを書いて、息子たちに送った。さらにこの文字で書いた『クルアーン』をメッカに送った。　
三
　
現在、イランのマシュハドのイマーム・レザー廟図書館にはこのバー
ブ
ル
文
字
で
書
か
れ
た
可
能
性
の
高
い『ク
ル
ア
ー
ン』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る。
こ
の
『ク
ル
ア
ー
ン』
は、
一
八
世
紀
初
頭、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
君
主
フ
サ
イ
ン
に
よ
っ
て
レザー廟にワクフされたもの 、も もとはサファヴィー朝の所有物であった。　
四
　
このマシュハドの『クルアー 』は、バーブル、ないしその子フマー
ユーンによって、彼らと関係の深かったサファヴィー朝に寄贈されたも である可能性が高い。ただ、バーブルがメッカに送った『クルアーン』がメッカに到達せず、途上でサファヴィー朝の有に帰していた可能性もある。　
五
　
現
在、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
が
所
蔵
す
る『ア
ジャーイブッ・タバカート』にバーブル文字として見える文字は、バ
ーブル
文字ではなく、同書に記載された他の八種の文字と同様、秘密の文字 一つである可能性が強い。もっとも、それらがも もとはバーブル文字であった可能性もあるが、もしそうであっ としても、時が経つうち 本来 バーブル文字とは異なった形 改変されて伝えられた のと考えられる。　
六
　
バーブルが何のために新しい文字を発明したのかは明らかでない。こ
の
文
字
が、
内
密
の
要
件
な
ど
を
伝
え
る
た
め
の
暗
号
的
な
文
字
で
あ
っ
た
可
能
性
は、
バーブルがこの についてヘラートで一学者 説明したり、こ で詩の断片などを書いて息子たちに送ったりしていることから否定される。　
バーブルがこの文字で書いた『クルアーン』をメッカに送ったということ
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から、バーブルが自ら発明した文字で『クルアーン』を写し、それをメッカに送ることによって、イスラームに対する自らの真摯な信仰心を内外に示すのが目的であった可能性も考えられる。もしそうであれば、この文字は『クルアーン』など宗教関係の文のみを写す めに、特に作られたものと考えなければならない ろう。しかし、この文字で宗教とは無関係の詩の断片なども書かれているため この考えも否定される。マアーニーは、バーブルが気
晴
ら
し︵
tfnnn ︶
の
た
め
に
こ
の
文
字
を
作
っ
た
と
考
え
た
（
36）。
し
か
し、
バ
ー
ブ
ル
は
も
と
も
と
政
務
や
軍
事
行
動
で
多
忙
な
上
に、
著
作
の
ほ
か
庭
園
造
営
や
飲
酒、
景勝地の散策など多く 趣味を持ち、それらのために寸暇を割いていた。そのようなバーブルに文字の発明という新しい﹁気晴らし﹂が必要であったであろうか。答えは否であろう。新文字の作成 は別 何らか 明確な理由があったはずである。この理由の解明は今後の大きな研究課題
の一つである。
　
七
　
バ
ー
ブ
ル
文
字
は、
バ
ー
ブ
ル
の
時
代、
人
に
説
明
す
れ
ば
す
ぐ
に
理
解
さ
れ
る、むしろ学習しやすい文字であったと思われる。それは、バーブル文字がアラビア文字に対応する文字であり、さらにアラビア文字のクーフィー体やナ
ス
フ
体
に
も
似
た
と
こ
ろ
の
あ
る
文
字
で
あ
っ
た
（
37）た
め
と
考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
孫のアクバルの時代 なると、バーブル文字はすでに難し と思われており、この文字の読み書きを知る者はもはや特別な存在となっていた。おそら
く、
こ
の
文
字
は
発
明
さ
れ
た
も
の
の、
社
会
に
は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
な
か
っ
た
た
め、その読み書きの規則も徐々 忘れられて ったものであろう。　
八
　
バ
ー
ブ
ル
が
バ
ー
ブ
ル
文
字
と
い
う
新
し
い
文
字
を
発
明
し
た
と
い
う
事
実
は、
バ
ー
ブ
ル
が
多
方
面
に
関
心
を
抱
く
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
物
語
る。
世
界
史
上、
君主という立場にあ ながら、新しい を発明 た者はおそらくバーブル以外にはないであろう。バーブル についてはな
お不明の部分も多く残る
が、この文字の発明という一事を通じても バーブルという一人 人間に対する興味がますます深まるのである。
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落
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